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国
労
本
部
は
、
２
月
１
３
日
に
『
２
０
２
５
年
４
月
１
日

以
降
の
賃
金
引
上
げ
に
関
す
る
申
し
入
れ
』（
国
労
闘
申
第

９
号
）
と
し
て
、
１
７
，
０
０
０
円
を
申
し
入
れ
て
以
降
、

３
回
の
交
渉
を
積
み
上
げ
、
「
労
働
条
件
改
善
署
名
」
９
１

８
筆
に
託
さ
れ
た
社
員
の
切
実
な
要
望
に
応
え
、
社
員
の

生
活
改
善
を
図
る
こ
と
を
求
め
て
き
ま
し
た
。 

貨
物
会
社
に
働
く
社
員
の
生
活
実
態
は
、
毎
年
国
労
が
実

施
し
て
い
る
「
２
０
２
４
年
度
賃
金
・
生
活
実
態
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
」
に
基
づ
け
ば
「
毎
月
の
赤
字
額
」
が
、
平
均
３
６
，

０
０
０
円
と
な
っ
て
お
り
、
生
要
求
額
は
59
歳
以
下
３
０
，

８
７
８
円
、
60
歳
以
上
３
７
，
８
２
６
円
、
要
求
額
平
均
で

は
３
２
，
６
６
３
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
要
求
額
の
根
拠
」

は
「
生
活
向
上
資
金
」
、
「
赤
字
の
補
填
」
「
病
気
・
老
後
の

備
え
」
と
す
る
回
答
が
大
半
を
占
め
、「
現
在
の
生
活
程
度
」

に
つ
い
て
は
、「
不
満
足
」「
や
や
不
満
足
」
と
の
回
答
は
４

７
．
９
％
と
な
っ
て
お
り
、
貨
物
会
社
社
員
の
厳
し
い
生
活

実
態
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

国
労
は
生
活
改
善
に
向
け
、
１
７
，
０
０
０
円
の
賃
金
引

上
げ
を
求
め
て
い
ま
す
。 

国
労
要
求
の
根
拠
は
、 

賃
金
・
生
活
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
あ
る 

 

２０２５年４月１日以降の新賃金引上げ要求 
 

1. 2025年 4月 1日以降の基本給を定期昇給別で 17,000円引き上げること。 

2. 各等級の基準額を撤廃し、昇給額を引き上げること。 

3. 55歳を超えて在職する社員の基本給について、交渉経過に基づき是正すること。 

4. シニア賃金を大幅に引き上げること。 

5. 契約社員及び臨時社員についても社員に準じて引き上げること。 

6. 高卒採用給を引き上げること。 

7. 回答は 3月 12日までとすること。 

8. 2025年 1月 1日現在の各諸元を明らかにすること。 

9. 別に申し入れる「労働条件改善要求」についても実現を図ること。 

 

総
務
省
が
発
表
し
た
１
月
分
（
全
国
）
の

消
費
者
物
価
指
数
は
、（
２
０
２
０
年
を
１

０
０
）
値
動
き
の
大
き
い
生
鮮
食
品
を
除

い
た
総
合
指
数
は
１
０
９
．
８
と
前
年
同

月
比
３
．
２
％
の
上
昇
で
、
物
価
の
上
昇
は

３
年
５
カ
月
連
続
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

身
近
な
食
べ
物
の
値
上
が
り
は
収
ま
ら

ず
、
コ
メ
類
は
７
７
．
５
％
上
昇
し
５
カ
月

連
続
で
更
新
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
生
鮮
野
菜
は
全
体
で
２
６
．
２
％

と
大
幅
な
値
上
が
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
今
年
値
上
げ
す
る
と
公
表
さ
れ

た
食
品
は
計
１
万
７
９
７
品
目
と
前
年
の

同
時
期
の
調
査
の
約
１
．
８
倍
に
の
ぼ
る

と
発
表
さ
れ
て
お
り
、
家
計
に
大
き
な
負

担
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

物
価
は
上
昇
し
続
け
、 

家
計
に
大
き
な
負
担
‼ 

 

 



 

 

貨
物
会
社
の
第
三
四
半
期
決
算
（
２
月
１
２

日
）
は
、
連
結
営
業
収
益
１
４
８
１
億
円
（
対
前

年
７
７
億
円
増
）
、
営
業
利
益
２
４
億
円
（
対
前

年
３
８
億
円
増
）
、
経
常
利
益
１
８
億
円
（
対
前

年
２
６
億
円
増
）
、
単
体
営
業
収
益
１
１
９
３
億

円
（
対
前
年
５
８
億
円
増
）
、
営
業
利
益
７
億
円

（
対
前
年
３
８
億
円
増
）
、
経
常
利
益
▲
１
億
円

（
対
前
年
２
３
億
円
増
）
、
と
な
っ
て
お
り
、
前

年
第
三
四
半
期
実
績
か
ら
大
幅
に
増
加
し
て
い

ま
す
。
物
価
が
上
昇
す
る
一
方
で
、
賃
金
は
追
い

つ
い
て
い
な
い
事
は
貨
物
会
社
も
認
識
し
て
い

ま
す
が
、
貨
物
会
社
は
交
渉
に
お
い
て
「
２
０
２

４
年
度
の
輸
送
動
向
は
全
般
的
な
荷
動
き
は
緩

や
か
な
回
復
基
調
、
物
流
の
２
０
２
４
年
問
題

や
脱
炭
素
に
向
け
た
動
き
を
背
景
に
鉄
道
へ
の

シ
フ
ト
が
進
捗
し
て
い
る
。
と
し
つ
つ
も
、
列
車

脱
線
事
故
や
輪
軸
組
立
作
業
の
不
正
行
為
に
よ

る
信
頼
の
失
墜
、
４
期
連
続
の
単
体
経
常
赤
字

や
、
連
結
の
黒
字
も
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い

る
」
と
し
、「
ベ
ア
に
つ
い
て
は
実
施
し
た
い
と

考
え
て
お
り
、
金
額
に
つ
い
て
は
昨
年
と
同
等

の
額
を
目
指
し
、
引
き
続
き
議
論
し
て
い
き
た

い
。
合
わ
せ
て
離
職
防
止
・
採
用
数
確
保
に
向
け

た
措
置
を
検
討
し
た
い
。
」
と
の
考
え
を
示
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
「
物
価
上
昇
分
や
世
間
の
動

向
、
業
績
含
め
賃
上
げ
に
反
映
す
る
」
と
の
考
え

を
示
し
て
き
ま
し
た
が
、
や 

は
り
、
こ
れ
ま
で
通
り 

あ
ら
ゆ
る
理
由
を
持
ち 

出
し
、
人
件
費
を
抑
制 

し
よ
う
と
す
る
姿
勢
は 

変
わ
ら
な
い
と
い
う
事 

が
明
ら
か
に
な
っ
た
と 

言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。 

物価上昇が生活の負担となっている。賃上げの機運は認識している。 

「昨年と同等の額を目指して議論していきたい。」 

 

 

貨
物
会
社
の
賃
上
げ
に
対
す
る
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
「
物

価
上
昇
や
世
の
中
の
動
向
、
直
近
の
業
績
で
判
断
す
る
。
」
と
し

て
い
ま
す
が
、
２
０
０
０
年
か
ら
２
０
１
７
年
ま
で
１
８
年
間

連
続
ベ
ア
ゼ
ロ
で
し
た
が
、
そ
の
間
に
経
常
赤
字
と
な
っ
た
の

は
２
０
０
０
年
、
２
０
０
８
年
、
２
０
０
９
年
の
３
年
間
で
し

た
。
ま
た
、
そ
の
後
、
２
０
１
７
年
か
ら
最
高
益
を
上
げ
、
２

０
１
８
年
（
３
０
０
円
）
、
２
０
１
９
年
（
２
０
０
円
）
の
ベ
ア

実
施
、
２
０
２
０
年
（
２
０
０
円
）
の
賃
金
改
善
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
最
高
益
を
上
げ
て
も
社
員
に
は
還
元
す
る
こ
と
な
く

僅
か
７
０
０
円
と
い
う
も
の
で
社
員
の
生
活
は
改
善
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
２
０
２
２
年
に
は
平
均
３
０
０

円
、
２
０
２
３
年
平
均
１
０
０
０
円
、
２
０
２
４
年
平
均
１
８

０
０
円
と
労
働
者
間
に
格
差
を
つ
け
る
率
を
含
め
た
ベ
ア
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
世
間
の
動
向
や
社
員
の
生
活
実
態
に
背

を
向
け
た
も
の
で
す
。 

前
年
第
３
四
半
期
決
算
か
ら
大
幅
に
改
善 

社
員
の
努
力
に
報
い
る
賃
上
げ
を
‼  社員生活 

昨
年
の
大
企
業
の
賃
上
げ

率
は
５
．
５
８
％
で
、
従
業
員

５
０
０
人
以
上
の
大
手
企
業

を
対
象
と
し
た
調
査
結
果
で

は
、
定
期
昇
給
に
ベ
ー
ス
ア

ッ
プ
を
加
え
た
月
額
賃
金
の

引
き
上
げ
額
は
平
均
で
１
万

９
２
１
０
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
一
方
で
貨
物
会
社
の
賃

金
引
き
上
げ
は
実
施
し
て
い

る
も
の
の
、
物
価
上
昇
分
に

は
全
く
追
い
つ
い
て
い
ま
せ

ん
。
異
常
な
物
価
上
昇
は
社

員
の
生
活
に
大
き
な
負
担
と

な
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
補
う

賃
上
げ
を
お
こ
な
う
こ
と
が

貨
物
会
社
の
責
任
で
す
。 

最
高
益
で
も
還
元
は
さ
れ
ず
生
活
改
善
に
至
っ
て
い
な
い
。 

社
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は
、
「
Ｊ
Ｒ
貨
物
グ
ル
ー

プ
中
期
経
営
計
画
２
０
２
６
」
に
社
員
の
エ
ン
ゲ

ー
ジ
メ
ン
ト
向
上
を
前
提
と
し
て
「
社
員
満
足

度
」
、
「
お
客
様
満
足
度
」
、
「
企
業
の
社
会
的

責
任
」
と
３
つ
の
視
点
か
ら
構
成
さ
れ
、
い
ず
れ

も
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
視
点
で
あ
り
、
中
期
経

営
計
画
を
達
成
す
る
た
め
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な

る
。
と
し
て
い
ま
す
。
第
一
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る

の
が
【
社
員
満
足
度
】
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
、

「
国
内
唯
一
の
貨
物
鉄
道
グ
ル
ー
プ
で
仕
事
を

す
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
一
丸
と
な
っ
て
主
体

的
に
業
務
に
取
り
組
む
こ
と
で
得
ら
れ
る
達
成

感
を
大
切
に
し
ま
す
。
緊
張
感
と
ワ
ク
ワ
ク
感
を

醸
成
す
る
組
織
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
中
期
経
営

計
画
２
０
２
６
」
に
は
人
的
投
資
と
し
て
社
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

「
お
客
様
満
足
度
」
に
し
て
も
、
「
企
業
の
社

会
的
責
任
」
に
し
て
も
、
「
中
期
経
営
計
画
」
を

達
成
さ
せ
る
に
は
社
員
の
努
力
が
あ
っ
て
達
成

で
き
る
も
の
で
す
。 

今
回
示
さ
れ
た
賃
上
げ
に
対
す
る
会
社
の
考

え
は
、
社
員
の
生
活
に
目
を
向
け
て
い
る
と
は
言

え
ず
、
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
向
上
す
る
わ

け
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
貨
物
会
社
自
体
が
、
社

長
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
あ
る
「
中
経
営
計
画
」
を
達
成

さ
せ
る
た
め
に
は
「
社
員
満
足
度
」
「
お
客
様
満

足
度
」
「
企
業
の
社
会
的
責
任
」
が
ど
れ
も
欠
く

が
で
き
な
い
と
い
う
意
味 

を
社
員
に
誠
意
を
も
っ
て 

示
し
て
い
く
こ
と
を
判
断 

す
る
べ
き
で
す
。 

社
員
満
足
度
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
は 

社
員
の
切
実
な
要
望
に
応
え
る
こ
と 

 

 

 

 

大
企
業
の
動
向
は
賃
上
げ
へ 


